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１．はじめに

 今、「活用型」の授業を従来の「習得型」と「探求

型」の授業の間に位置づけ、表現し思考し判断すると

いった、習得した内容や得た情報を活用する力を育む

ことが求められています。

 思考力・判断力・表現力を育むためには、国語科を

主とする言語活動の充実を各教科において図ることが

必要です。情報化社会という観点から見れば「情報処

理能力」から「情報収集力」「情報編集力」「情報伝達

力」を育むことが求められています。これがグローバ

ル化・情報化社会へと巣立っていく子どもたちに必要

な「生きる力」の一つだと考えます。当社では、子ど

もたちに、表現することの楽しさを知ってもらうべく、

ソフトウェアを通じて授業デザインを提案し、活用型

学力を育成し、支援ができることを願っております。

このような想いから、放送大学の中川一史先生とプロ

ジェクトを立ち上げました。これが「伝えるチカラ プ

ロジェクト」です。

２．「伝えるチカラ プロジェクト」 

中川先生を中心とする本プロジェクトでは、全国の

現場の先生方と当社メンバーと協議を重ね、伝えるチ

カラを育むソフトウェアの開発をすすめてきました。

メンバーの先生方からは、ソフトウェア開発に必要

な要件を出していただき、それに基づき開発をいたし

ました。また、開発したソフトウェアで実際に授業を

していただき、改善点と授業の事例を出していただき

ました。

 

３．「伝えるチカラ」を育むソフトウェア

 プロジェクトから生み出されたソフトウェアは、名

称を「伝えるチカラ ＰＲＥＳＳ」と言います。

「プレゼン」「新聞」「ニュース制作」のソフトウェア

から成ります。

３．１「プレゼン」

 ビジネスソフトではなく、子どもたちが授業で使う

ことを考えた教育用プレゼンソフトです。見やすいス

ライドづくりをお手伝いする機能や時間を決めてリハ

ーサルできる機能などが搭載されています。

３．２「新聞」

 新聞を制作するための専用ソフトです。段組みの設

定や、写真やイラストを貼りつけた時のテキストの回

り込み機能など、新聞制作に特化した機能を搭載して

おります。そのため、レイアウトに時間がかかること

が減り、新聞制作の本来の目的である記事を練ること

に専念することができます。（写真１）

３．３「ニュース制作」

 写真や動画にテロップや音声、ＢＧＭを加えること

ができるソフトウェアです。画像の選択、順番の並べ

替え、文字入力、音声録音などの作業ごとに専用の編

集画面を用意し、それぞれの工程を直感的な操作で作

業を行うことができます。ニュース制作だけでなく、

観察記録や社会科見学、ＣＭ作成など様々な場面で活

用することができます。

４．活用していただくために

 これらのソフトウェアは、パソコンに堪能な先生だ

けでなく、苦手な先生にも使っていただきたいと思っ

ています。ソフトウェアに付いているマニュアルは、

なかなか読まれないのが実情です。

「伝えるチカラ ＰＲＥＳＳ」では、やさしくわか

りやすいインターフェースで、マニュアルレスのソフ

トウェアを目指しました。また、校内研修会で使って

いただける「研修パッケージ」をご用意いたしました。

研修パッケージでは、どのような授業や場面で、これ

らの「伝えるチカラ ＰＲＥＳＳ」が活用できるのか、

ワークショップ形式で研修が行えるセットです。パッ

ケージには、講師用と参加者用の手引き、ワークシー

ト、テンプレートなど、研修で必要なものをすべて揃

え、初めての先生にも安心のソフトウェアです。

５．最後に

 お客様にソフトウェアをお届けすることが最終目的

ではありません。お届けした後に、活用していただき、

そして、子どもたちの力を育むことに貢献できる。こ

れが目的と考えています。

今後も先生と子どもたちに使いやすく、お役に立つ

ソフトウェア開発を進めてまいります。 

 

 

写真１ 新聞作成 
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